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本
法
律
案
は
、
水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
水
循
環
」
と
は
、
水
が
、
蒸
発
、
降
下
、
流
下
又
は
浸
透
に
よ
り
、
海
域
等
に
至
る
過
程
で
、
地

表
水
又
は
地
下
水
と
し
て
河
川
の
流
域
を
中
心
に
循
環
す
る
こ
と
を
い
う
こ
と
と
す
る
。

二

基
本
理
念
と
し
て
、
水
循
環
の
重
要
性
及
び
健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
の
た
め
の
取
組
の
推
進
、
水
の
公
共
性
及

び
水
の
適
正
な
利
用
、
健
全
な
水
循
環
へ
の
配
慮
、
流
域
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
並
び
に
水
循
環
に
関
す
る
国
際
的

協
調
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

、

、

、

、

三

国
は

基
本
理
念
に
の
っ
と
り

水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し

及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
等

水
循
環
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

四

水
の
日
を
設
け
、
こ
れ
を
八
月
一
日
と
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
水
の
日
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
実
施
す

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
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五

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

六

政
府
は
、
毎
年
、
国
会
に
、
政
府
が
水
循
環
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
す
る
。

七

政
府
は
、
水
循
環
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
水
循
環
基
本
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
そ
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

八

基
本
的
施
策
と
し
て
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
貯
留
・
涵
養
機
能
の
維
持
及
び
向
上
、
水
の
適
正
か
つ
有
効
な
利
用

の
促
進
等
の
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
流
域
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
を
行
う
た
め
、
連
携
及
び
協
力
の
推
進
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
国
は
、
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
教
育
の
推
進
、
民
間
団
体
等
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進
、
水

循
環
施
策
の
策
定
に
必
要
な
調
査
の
実
施
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
に
関
す
る
科
学
技
術
の
振
興
、
国
際
的
な
連

携
の
確
保
等
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

九

水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
集
中
的
か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
に
、
水
循
環
政
策
本
部
を
置
く
こ
と
と
し
、
当

該
本
部
の
長
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
充
て
る
こ
と
と
す
る
。
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十

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

す
る
。


